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森
と
湖
に
親
し
み
、
森
林
や
ダ

ム
、
河
川
等
の
重
要
性
に
つ
い
て

関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
、「
こ
ま
ち
ダ
ム
ま
つ
り

２
０
０
８
」を
開
催
し
ま
す
。

　
「
こ
ま
ち
ダ
ム
」や「
こ
ま
ち
浄

水
場
」の
施
設
見
学
会
、
こ
ま
ち

湖
の
巡
視
艇
に
よ
る
巡
視
体
験
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
後
日
配
付
の
回
覧

文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。　

●
日　

時

　

７
月
26
日（
土
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

●
会　

場

　

こ
ま
ち
ダ
ム

◆
問
い
合
わ
せ

　

地
域
整
備
課

　

☎
７
２
ー
６
９
３
６

「こまちダムまつり2008」へご来場ください！
～７月26日（土）開催～

昨年も大勢の方にご来場いただきました！ダムや浄水場を見学しませんか？

こまち湖巡視体験

　

湯
沢
の
里
に
生
ま
れ
て
温
泉

で
産
湯
を
使
い
、
矢
大
臣
山
の

麓
を
仲
間
と
駆
け
巡
り
な
が
ら
、

故
郷
・
小
野
町
の
文
化（
風
俗
・

習
慣
・
言
葉
等
）に
つ
い
て
学

び
、
長
じ
て
首
都
圏
に
職
を
求

め
て
、
は
や
半
世
紀
の
時
間
が

経
過
し
ま
し
た
。

　

退
職
後
の
第
二
の
人
生
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
趣
味
中

心
の
生
活
と
定
め
、
社
会
貢
献

及
び
行
政
支
援
等
の
日
常
を
過

ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
年
金
仲

間
に
誘
わ
れ
て
始
め
た
趣
味
の

カ
ラ
オ
ケ
が
、
私
に「
湯
沢
の

専
属
歌
手
」の
立
場
と
、
藤
沢

市
民
会
館
や
地
元
神
社
の
祭
礼

で
歌
う
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

あ
る
時
、
湯
沢
分
校
時
代
の

恩
師
へ
の
手
紙
に
、
趣
味
の
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
い
る
旨
を

報
告
し
た
と
こ
ろ
、「
あ
あ
、

湯
沢
分
校
」、「
懐
か
し
き
湯
沢

哀
歌
」二
曲
の
譜
面
が
、
い
き

さ
つ
を
記
し
た
手
紙
と
共
に
手

許
に
届
き
ま
し
た
。
何
れ
も
作

詞（
教
え
子
‥
先
輩
）・
作
曲（
恩

師
）な
る
も
の
で
、
な
ん
と
歌

手
は
私（
由
雄
）で
あ
る
旨
記
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
さ

ら
に「
望
郷
想
歌
・
故
郷
を
恋

う
る
歌
」の
譜
面
が
手
許
に
届

き
ま
し
た
。（
恩
師
の
口
ぐ
せ

‥
教
室
で
は
無
口
で
、
歌
な
ど

聴
い
た
こ
と
が
な
い
由
雄
が
歌

う
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。）

　

恩
師
は
、
湯
沢
分
校
に
着
任

し
て
、
小
学
１
年
生
〜
４
年
生

の
複
式
学
級
を
担
任
し
、
模
範

的
な
教
育
を
続
け
な
が
ら
、
老

若
を
問
わ
ず
に
里
人
と
深
く
交

遊
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
今
も

湯
沢
の
里
の
恩
人
・
偉
人
と
し

て
慕
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
８
月
16
日（
火
）

‥
湯
沢
温
泉
で
恩
師
の
教
え
子

を
対
象
に
、
当
時
の
分
校
教
室

を
再
現
し
て
、「
あ
あ
、
湯
沢

分
校
」、「
懐
か
し
き
湯
沢
哀

歌
」、「
望
郷
想
歌
・
故
郷
を
恋

う
る
歌
」の
発
表
会
を
行
い
ま

し
た
。
更
に
秋
に
は
、
湯
沢
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
運
動
会
の

場
で
、
全
て
の
里
人
を
対
象
に

発
表
会
を
行
い
、
万
来
の
拍
手

を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

恩
師
か
ら
の
新
譜
は
現
在
も

届
い
て
お
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
小
野
町
会

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

ふ
れ
あ
い
通
信

「
湯
沢
の
専
属
歌
手
」は

 

私
で
す

横
田　

由
雄

 

（
湯
沢
出
身
・
神
奈
川
支
部
）

広　

告　

欄


